
らえず、支払った代金を取り戻すことも極めて困難ですので、
信用せずにきっぱり断りましょう。
　最近では、老人ホームの利用権やレアアースなどの天然資
源を扱う会社の社債など、高齢者が興味や関心を持ちそうな
さまざまなものが対象となっています。また、代金を支払っ
た証拠が残らないように、支払いを振り込みではなく郵送や
手渡しにするなど、手口がより巧妙になっていますので、注
意しましょう。

被害を受けないためには
・少しでも不審に思うことがあったら、絶対に耳を貸さない
ようにしましょう。

・お金を支払う前に、家族や消費生活センターに相談しま
しょう。

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。

　天然資源を扱っているというA社の社債に関するパン
フレットが届いた後、B社から「A社の社債を欲しがっ

ている人がいる。パンフレットが届いた人しか買えないので、
代わりに50口申し込んでほしい」と電話がありました。「お金
はその人が支払うので用意する必要はない。申し込み1口に
つき3万円の謝礼を支払う」などと説明されました。信用で
きるでしょうか。

　質問のように、立場の違う複数の業者が登場し「高値
で買い取る」「あなただけ特別」「代わりに申し込めば謝

礼を払う」などと勧誘され申し込みをしてしまう、社債や未
公開株などの金融商品に関するトラブルの相談が、高齢者を
中心に多く寄せられています。
　申し込むだけのはずなのに「監査で申込人と振込人の違い
を指摘されたので、後で返すから代わりに入金してほしい」
などと言って、支払わせようとします。支払っても謝礼はも

怪しい「もうけ話」の勧誘に
ご注意を！

Q A&
消費生活相談
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　朝夕の通勤時に、JR成田駅と京成成田駅の間の暫定歩
道につながる横断歩道を利用しています。歩行者が途

切れずに車が渋滞するため、先の交差点の信号が赤になる前
に通過しようと車がスピードを上げていて危険を感じます。
交通事故を防止するための対策をお願いします。

　指摘された箇所は、JR成田駅と京成成田駅の連絡通路
と市道並木町土屋線（通称一本松通り）とが交差してお

り、歩行者の横断が非常に多い場所です。
　市では交通安全対策として、横断歩道を明確にするため車
道側へのカラー塗装などの対策を施しました。また、成田警
察署を通じ千葉県公安委員会（県警察本部）へ信号機の設置を
要望していますが、いまだに設置されていません。
　現在工事中のJR成田駅東口市街地再開発事業では、駅前
の交通混雑改善のため、駅前広場や周辺道路の整備を計画し
ており、歩行者の安全確保と交通混雑の緩和が期待されます。

※交通事故防止の対策についてくわしくは交通防犯課（☎
20-1527）、駅前再開発については市街地整備課（☎20-
1561）へ。

JR成田駅と京成成田駅の
間の通行について

掲示板
市長室から

お答えします Q

A
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